
新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
良
い
年
に
し

た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

沢
辺
市
政
は
、
市
民
生
活
が
大
変
な
と
き
に
、

増
税
や
負
担
増
を
押
し
付
け
、
市
民
泣
か
せ
の
暴

走
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
市
民
要
求
実
現
の
た
め
に
、

予
算
要
求
や
様
々
な
建
設
的
な
提
案
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
年
も
、
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
暮
ら

し
と
営
業
を
守
る
た
め
に
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
〇
一
二
年
一
月

日本共産党飯能市議団の議会報告をお届けします。

● この議会報告は政務調査費で作成しました。

飯能市本町２０－９ TEL973-1091 FAX 973-1079

http://www.hanno-jcp.com/

23年度、子宮頚がん・ヒブ・肺炎球

菌ワクチン補助が実現しました。国の

補助がなくなることから、24年度以降

も助成するよう求め、予算化を準

備していることが明らかに

なりました。

市
議
会
議
員

金
子
と
し
え

市
議
会
議
員

新
井
た
く
み

市
議
会
議
員

山
田
と
し
子

市
議
会
議
員

滝
沢
お
さ
む

２０１２年 新年号

放射能汚染の不安が広がっている

ことから、測定の徹底と公表を求め、

測定箇所を増やし、給食の測定も実

施するようになりました。
●日本共産党市議団は、市民要求を１５９項目

にまとめて新年度予算要求を行いました。

介護保険制度の見直しで、24年度から

の保険料が１２００円も値上げされ、基

準額が５２００円にもなることが予想さ

れます。国の負担を増やすよう求め、市

の一般会計からの繰り入れをして値上げ

をしないよう申し入れました。

市は、22年度国保税を大幅に値上げし、

大幅な黒字に。23年度、国からの交付金も

あり、一般会計繰入金をゼロにし、さらに

３億円を超える基金を積み立てました。国

保加入者の暮らしが大変なときであり、国

保税を引き下げるよう強く求めていきます。

23年度から子ども医療費助成制度を

中学校卒業まで拡大することができま

した。しかし、３千円の自己負担があ

ります。他市のように自己負担を

なくすよう求めていきます。

●写真左から、新井たくみ、金子としえ、山田とし子
滝沢おさむの４市議（有間ダムにて）

日本共産党とご一緒に介護保険

料の値上げストップ、国保税引

き下げの運動を進めましょう。



市
は
公
民
館
を
（
仮

称
）
行
政
セ
ン
タ
ー
と
し

て
再
編
し
、
施
設
利
用
を

有
料
化
す
る
計
画
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

多
く
の
反
対
の
声
に
、

有
料
化
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
が
、
行
政
セ
ン
タ
ー

は
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま

す
。
公
民
館
の
貸
し
館
業

務
を
教
育
委
員
会
か
ら
市

長
部
局
が
統
括
し
、
公
民

館
は
講
座
の
開
催
な
ど
を

主
な
業
務
に
し
た
い
意
向

で
す
。

社
会
教
育
法
20
条
で
公

民
館
の
目
的
を
「
住
民
の

教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
情
操
の
純
化
を
図

り
、
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
明
記
し
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
健
康
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
で
は
、
貸

し
館
業
務
の
管
理
運
営

等
、
市
長
の
判
断
に
な
る

と
説
明
。
肝
心
の
社
会
教

育
へ
の
支
援
が
大
幅
に
後

退
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。飯

能
市
の
公
民
館
は
他

市
に
誇
れ
る
旺
盛
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も

た
ち
ま
で
集
え
て
学
べ
る

生
涯
教
育
の
拠
点
施
設
と

し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
有
料
化
を
撤
回

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
12

月
議
会
で
町
田
昇
議
員
が

「
受
益
者
負
担
、
公
平
性

な
ど
を
視
野
に
」
見
直
し

（
有
料
化
）
を
求
め
る
質

問
に
、
担
当
参
事
は
「
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

「
活
発
な
自
主
活
動
は
無

料
で
こ
そ
で
き
る
」
と
い

う
声
を
大
き
く
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

12

月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

「
交
通
政
策
担
当
２
名
の
配
置
と

交
通
協
議
会
を
設
置
し
て
、
新
た

な
交
通
計
画
を
策
定
し
て
い
く
」

こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。

住
民
参
加
で

協
議
会
の
運
営
を

今
後
２
年
間
（
26
年
３
月
ま
で
）

で
、
新
た
な
交
通
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
交
通
協

議
会
の
構
成
や
運
営
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
幅
広
い
住
民
参
加
で
、

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
し
っ
か
り

と
し
た
交
通
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

全
市
的
な
計
画
を

交
通
問
題
は
、
山
間
部
だ
け
で

な
く
全
市
的
で
切
実
な
課
題
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
際
興
業
バ

ス
撤
退
問
題
で
、
深
刻
な
地
域
は

勿
論
の
こ
と
、
バ
ス
路
線
の
な
い

農
村
部
や
市
街
地
、
鉄
道
は
あ
っ

て
も
駅
か
ら
遠
い
地
域
の
交
通
問

題
を
、
商
店
街
の
活
性
化
と
も
合

わ
せ
て
総
合
的
に
検
討
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
担
当
部
長
は
「
市

全
体
の
計
画
を
作
る
べ
く
検
討
を

し
た
い
」
と
答
弁
し
、
具
体
化
に

む
け
て
動
き
出
し
ま
す
。

全
国
で
は
４
６
０
（
自
治
体
の

４
割
）
の
交
通
協
議
会
が
設
置
さ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
72
％
）

や
デ
マ
ン
ド
交
通
（
38
％
）
、
公

営
路
線
バ
ス
（
44
％
）
な
ど
を
実

施
。
埼
玉
県
下
で
は
69
自
治
体
中
、

協
議
会
の
設
置
が
18
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
48
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を

５
市
町
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
こ
れ
ま
で
、
交
通
政
策
課
を
設
け
て
、
総
合
振
興
計
画
に
総
合
的
な
交

通
政
策
を
位
置
付
け
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
興
業
バ
ス
の
撤
退
問
題
や

西
武
バ
ス
の
便
数
削
減
な
ど
で
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

全
国
で
様
々
な

交
通
シ
ス
テ
ム
を
実
施

12
月
議
会
に
、
飯
能
、
所
沢
、

入
間
、
狭
山
、
日
高
の
消
防
を

一
つ
に
統
合
す
る
「
埼
玉
西
部

消
防
組
合
」
を
設
立
す
る
議
案

が
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
以
外

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
①
は
し
ご

車
、
化
学
車
が
削
減
さ
れ
る
な

ど
地
域
の
消
防
力
が
低
下
す
る

こ
と
②
人
口
79
万
、
面
積
４
０

０
平
方
キ
ロ
の
大
組
織
に
な
り
、

地
域
に
行
き
届
い
た
対
応
が
困

難
に
な
る
こ
と
③
議
員
定
数
を

当
初
合
意
の
20
名
か
ら
４
名
減

ら
し
、
市
民
の
声
が
一
層
届
き

に
く
く
な
る
こ
と
④
消
防
職
員
、

団
員
の
声
を
反
映
さ
せ
る
な
ど

の
国
会
付
帯
決
議
を
無
視
し
て

す
す
め
て
き
た
こ
と
⑤
消
防
費

の
抑
制
が
目
的
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
て
反
対
し
ま
し
た
。


